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との出会いを綴った最終日の 10 月 12 日以降の箇所の冒頭が「ここにおいてこの死に物狂いの
追求が終わることはあり得るのか。」（PI p.714）と書くように、この探求は一時中断というこ
となのか。それにこのナジャの物語もナジャの不在を意味するような謎めいた終わり方をして
いる。また 10 月 7 日の記述に「私が彼女に寄せている関心の種類で彼女を安心させないとか、
彼女は私にとって好奇心とか、彼女はどのように信じることができるかだが、気紛れの対象で
はあり得ないということを彼女に説得しないとかいったことはまた許し難いだろう。」（PI p.701）
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2） このアヴィニョンはヴォクリューズ県の県庁所在地で、ナジャが狂気に陥ってヴォクリューズの精神
病院に入れられたことから結局ブルトンはナジャを目指していたのではないかとも思われるが、ナジ
ャが入院させられていたヴォクリューズの精神病院とは、当時パリ地区にはあったのだが、エピネ－
シュル・オルジュにあるペレ・ヴォクリューズという病院で、現在ではエソンヌ県ということになっ
ているので、南フランスにあるヴォクリューズ県とは関係ないのだ。
3） ここにおいて確認しておかなければならないのは、我々が日本語で使用している幽霊という言葉はフ
ランス語では様々に表現されているが、『溶ける魚』においても『ナジャ』においても fantôme という
語であるということだ。
4） ルイ・アルチュセールは哲学することの狙いは、単なる作り話にすぎないイデオロギーの欺瞞的な哲
学を批判することだとしている。これは自分自身惑わされないためということでもあるだろうし、哲
学を明らかにすることによってその考えを世間に広めて騙されないようにしようと呼びかける意味も
あるだろう。アルチュセールの考えが真実かどうかは別にして、正しく認識することによっていくつ
かの考えられる行動の選択肢として少なくとも間違ったことはしないでいられるということは可能に
なるのだ。ところがこうすべきだの前提としてこうあるべきだというのがあって、その実現のために
自分としてはすべきことはあるのだが、それでは十分ではなく他の人たちの力も借りなければならな
いということで、世間に呼びかけるという試みは成功するか。ここにおいてその理論が正しいかどう
かは問題ではない。肝心なのは、それが他の人々の現実界を刺激することができるかどうかだ。つま
り実際には現実とこうあって欲しいと思う欲望との間には距離があるということであり、その欲望に
叶うなら実現は可能だろうが、そうでなければいくら正しくても実現は難しいということになってし
まう。『ナジャ』のテキストを支えているものは、確かにそこに示されているものは現実のものであり
ながら、ある種幻想的で実体を欠いた欲望なのである。『ナジャ』のテキストの中には数多くの写真が
添付されていて、この物語が事実であることを証拠立てるのに十分なのであるが、これは『ブレード
ランナー』の中である女性のアンドロイドが自分はアンドロイドではなく人間であり、その証拠にこ
こに両親の写真があると言って見せ、かつ同時に子供時代の思い出話も語ってきかせるのであるが、実
はそれは後から植え付けられた記憶であることが語られることに似ている。現実と実はそうあって欲
しいと思っている現実との間の距離はこのように維持されるのであって、それを可能にするのは欲望
なのである。現実にある美しい風景を見てまるで絵のようだと表現し、現実に起きたあり得ないこと
の実現をまるで夢のようだと表現することの逆転があるのだ。ここで価値があるのは現実なのか、夢
なのか。『ナジャ』のテキストが要求する読解は、夢の世界が現実の世界とは別個の形で存在し、夢と
は現実にあり得ないことのように思うのではなく、夢のような出来事が現実に入り込んでくることに
よって、現実が今までの枠の中で捉えることができなくなるということである。悪い夢にうなされて
夢から目覚めるのは、夢から現実への逃避だとラカンが言う時、夢の世界は夢のようだという表現に
あるように安楽で快適な世界を意味しているが、場合によっては逆のこともあり、その場合現実の方
がまだましだと考えることではなく、この恐ろしい夢というのは考えてみれば現実においても何度と
なく体験させられたものであって、既に十分現実的なのである。シュルレアリスムが向かうところは、
主体が同一化してしまっているこの現実界の所在とその解明にあるだろう。
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